






















はじめに

 妊産婦死亡の 49 症例で陣痛促進剤が使用されていた。個別的に症例を検討し、陣痛促進

剤の使用が死亡の原因として関与していない例を認定することは可能であったが、関与し

ている例を認定することは極めて困難なことであった。薬剤過敏症の場合を除くと、すべ

て陣痛の強さに起因する異常であり、自然陣痛でも起こりうる異常だからである。そこで、

陣痛促進剤が使用された妊産婦死亡 49症例の死亡に直接結びついたと考えられる原因が、

非使用例に比較して偏りがあるか否か、偏りがあるとすれば、それは陣痛の強さと関連す

る異常か否かを検討し、妊産婦死亡症例における陣痛促進剤使用の問題点を考察した。


